
                 第１章 理論・ツール編                   

「場・人・ものマトリックス」について 

学習活動を設定する際に活用するツール  
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知的障害のある児童生徒の生活の変化において，共通して積み重なり広がっていく

「場・人・もの」とキャリア発達段階を組み合わせて示したものが，「場・人・ものマトリック

ス」です。「場・人・ものマトリックス」を活用することで，キャリア発達段階と「場・人・もの」

の積み重ねや広がりを考慮して，生活を捉えた学習活動につなげることができます。 

「学んだことを生かしている姿」を考えるときや，場面設定，教材・教具を工夫するとき

に参考にすることができます。 

児童生徒の生活を捉え，学部（学校）の段階に応じた学習活動を設定することが大切で

す。 

学習活動を設定するときに,「場」・

「人」は場面設定に，「もの」は教材・教

具の工夫に生かすことができます。   

指導内容は，各教科の目標及び内

容を参照して，児童生徒の発達段階

に応じたものを選択します。 

「場・人・ものマトリックス」 ツール１ 

（P１－９，１０，１１ 参照） 


